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盛
大
な
結
成
会
を
挙
行

会
員
の
団
結
と
母
校
の
発
展
期
し

都
　
竹

今
後
中
部
地
区
へ
の
転
勤
、
転
住
、

在
校
生
の
旅
行
等
は
是
非
支
部
宛
連
絡

さ
れ
度
い
。

第

一
回
懇
議
会
申
合
軍
項

☆
象

爾

命

部
蘇

☆
連
絡
先
　
名
古
屋
市
中
区
広
小
路
通

り
　
一二
菱
商
事
Ｋ

・
Ｋ
名
古
屋
支
店

石
炭
謁
長
――
山
森
恒
吉

（支
部
長
第

一
回
卒
）
電
話

（２３
）
二

一
一
一

」
、
役
員

支
部
長
０
山
森
恒
吉

（旧

姓
寺
倉
）
副
支
部
長
０
吉
田
春

一
郎

０
和
国
芳
雄

幹
事
　
０
斯
腱
大
典

⑩
時
田
信
⑩
森
本
真
佐
男
０
薄
友
彦

０
一大
野
和
茂
０
植
木
一笹
道

全
二
重
県

地
区
担
当
）
の
大
野
口
嬢

（伎
阜
県

地
区
担
当
）
０
都
竹
武
年
雄

（
賢
務

課

）

一
一、
中
郡
マ部
藤
を
作
る
件

名
古
屋
を
中
心
と
し
て
中
部
地
区
の

最
近
の
繁
蓮
振
り
は
目
党
ま
し
き
も
の

が
あ
り
、
会
長
の
転
入
も
急
激
に
増
加

し
て
い
る
。
朝
陽
会
支
部
の
結
成
に
つ

い
て
は
か
ね
て
会
員
相
互
間
に
気
運
が

製
成
さ
れ
て
い
た
が
よ
う
や
く
実
を
締

び
、
去
る
、
二
月

一
日
別
項
の
よ
う
に

第

一
回
懇
親
会
を
開
催
、
盛
大
に
中
部

支
部
の
結
成
を
行
い
、
会
員
の
団
結
と

母
枝
発
展

へ
の
努
力
を
薔
い
合
つ
た
。

写
真
は
■
部
支
部
の
懇
残
会

を
作
り
、
今
後
の
会
合
及
び
な
校
生

の
修
学
旅
行
出
費
等
に
利
用
す
る
。

〓
一、
会
合

会
合
は
年
一
一、
三
口

，」し
内

一
回
は

家
族
を
も
合
め
た
懇
議
会
と
し
た
い

次
回
は
四
月
中
旬
予
定
。

中
部
夜
部
第
一
回
然
親
会
　
一
一月
一
日

別
所
愛
吉

（旧
）
先
生
を
Ｈ
み
Ｃ
Ｂ

Ｃ
会
館
で

．愛
知
、
二
重
、
餃
阜
の

武
　
年
　
雄

↑
四
ｇ

会
員
二
十
数
名
集
る
。

当
日
は
二
重
県
久
居
町
新
耐
で
悠
々

自
適
さ
れ
て
い
ゑ
旧
師
、
一型
口
愛
吉
先

生
を
お
招
き
し
、
参
会
者
は
愛
知
、
三

重
、
餃
阜
の
三
県
に
ま
た
が
る
会
員
二

十
綺競

が

変

下

〉
た
。
士
口
田
型

蚤

却長

の
御
好
意
で
新
装
成
つ
た
ｏ
３
０
会
館

に
集
合
し
館
内
を

一
巡
し
た
後
、
三
階

の
サ
ロ
ン
で
懇
趣
会
を
開
催
し
た
。

別
所
先
生
は
饉
か
に
口
許
の
髯
が
自

く
な
ら
れ
た
だ
け
で
往
年
の
容
姿
に
全

く
変
り
な
く
、
と
て
も
七
十
歳
の
郷
歳

と
は
思
わ
れ
ぬ
か
く
し
や
く
振
り
で
、

今
に
も
号
令
が
あ
の
日
許
か
ら
飛
び
出

し
そ
う
な
発
刺
た
る
話
し
振
り
に
、
思

わ
ず
母
検
の
校
庭
に
い
る
様
な
鋳
党
を

感
し
た
の
は
筆
者
の
み
で
は
な
か
つ
た

ら
し
い
。　
　

，

初
期
卒
業
の
大
先
達
は
優
づ
れ
も
率

業
以
来
、
三
十
年
、
二
十
年
振
り
と
い

・２
■
会
が
多
く
、
お
互
に
青
春
の
六
中

時
代
を
懐
し
む
は
勿
論
、
先
輩
、
後
輩

を
結
ぶ
共
通
の
話
題
は
次
か
ら
次
へ
と

話
に
花
が
咲
き
、
初
対
面
も
年
代
も
吹

き
飛
は
し
て

一
瞬
に
朝
陽
の
大
家
族
精

神
１‐こ
離
れ
合
う
感
激
を
薪
に
し
た
。

そ
れ
は
帯
奪
の
間
″朝
陽
″
の
■
ス

ム
″ヽ
一押わ
あγ
淫
校
愛
の
本
植
いの
響

き
と
も
感
ぜ
ら
れ
た
。

六
中
、
新
宿
高
校
と
名
称
は
変
つ
て

も

″
朝
陽
″
の
伝
綺
は
格
ぎ
な
く
受
け

継
が
れ
、
こ
れ
を
中
心
に
先
輩
、
後
輩

益
々
団
締
を
固
く
し
た
母
校
の
発
展
、

所
先
生
の
音
頭
で
三
唱
し
て
、
再
会
を

約
し
て
散
ス鷲
し
た
。


